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プロック事業実施報告
東海'北陸プロック障害者芸術文化活動広域支援センター

基調講演

IT B常と場とアートの汽水域』

藝らしの中で爆やアートをどのようにとらえるか。gや

プロック事業実施報告
東海'北陸プロック障害者芸術文化活動広域支援センター

基調講演

IT B常と場とアートの汽水域』

藝らしの中で爆やアートをどのようにとらえるか。gや
アートから暮らしをどうほえるか。あるべき蛋ではなく、
今ここで自身がどう思つているのか。根本的な問いに対レ
装術を軸に様クなコミュニティを生み出してしXるアサダ
ワタルさんの言葉を通じて整理してみたいと思います。

講師/文化活動家アサダワタル

文化事業(アートプロジェクト)の企画や執筆を
通じて、一人ひとりの個性と感性が生かされる
コミュニティづくりに勤しむ。都市、障害福祉、
小学校1復興団地の現場など、そのフィールドは
多岐にわたる。著作に『住み開き家から始める
コミュニチイ』(筑摩書房)、『アール・プリュット

ご

� なンよ禁ぐま激fを博±(学術)。

I、ークセッションI

ir相談から広がるアートの世界s

gg者芸術文化活動曽及支握事業の要は相廣支握です。
一ちでセンターだけで対応できることはごくわずかで
す。必然とどこかとつながる必要性が出てきます。言い
換えると相談があったからこそ、つながりが生まれてい
<のかもしれません。モうしたgり返しでアートの世界
は広がってい<のではないでしようか。

-/̶二ま博繁セトンセケタ-.トセンター

静岡県障害者文化芸術活動支援センターみら一と

新潟県障害者文化芸術活動支援センターらら一と

講演

IT記録 記憶に残すということ力

IT我々はどこから来たのか我々は何者か我々はどこへ行
くのかJ。つないでいくのは歴史であり、B々の生活です。
爆而爆面の補み重ねとg3雄によって、世界は広がってい
きます。陣塞のあるちの翻作活動を支えていく上で、アー
カイプの者えちを写真家であり映画g督の大西さんより
語っていただきます。

講師/写真家・映菌監g大西鍋夫

1968年東京生まれ。東京綜合写真専門学校卒業後,
写真家の本橋成一氏に師事。ダムに沈む岐阜県德山村
の取材を始め、現在も全国を巡りダムに沈む村を追い
続けている。そのほか精神料病棟や東日本大震災被災
地など、終わりのない長期取材を続けている。著書Iゴア
ウトサイダーアートの作またちJ(角川学芸出版)、映画
監督作品Iこ『水になった村J (配給:ボレボしタイムス社：
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アートからgらしをどう捉えるか。あるべき姿ではなく、

今ここで自身がどう思つているのか。根本的な問いに対レ
装術を軸に様クなコミュニティを生み出してしXるアサダ
ワタルさんの言葉を通じて整理してみたいと思います。

講師/文化活動家アサダワタル

文化事業(アートプロジェクト)の企画や執筆を
通じて、一人ひとりの個性と感性が生かされる
コミュニティづくりに勤しむ。都市、障害福祉、
小学校1復興団地の現場など、そのフィールドは
多岐にわたる。著作に『住み開き家から始める
コミュニチイ』(筑摩書房)、『アール・プリュット

ご

� なンよ禁ぐま激fを博±(学術)。

I、ークセッションI

ir相談から広がるアートの世界s

gg者芸術文化活動曽及支握事業の要は相廣支握です。
一ちでセンターだけで対応できることはごくわずかで
す。必然とどこかとつながる必要性が出てきます。言い
換えると相談があったからこそ、つながりが生まれてい
<のかもしれません。モうしたgり返しでアートの世界
は広がってい<のではないでしようか。
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静岡県障害者文化芸術活動支援センターみら一と

新潟県障害者文化芸術活動支援センターらら一と

講演

IT記録 記憶に残すということ力

IT我々はどこから来たのか我々は何者か我々はどこへ行
くのかJ。つないでいくのは歴史であり、B々の生活です。
爆而爆面の補み重ねとg3雄によって、世界は広がってい
きます。陣塞のあるちの翻作活動を支えていく上で、アー
カイプの者えちを写真家であり映画g督の大西さんより
語っていただきます。

講師/写真家・映菌監g大西鍋夫

1968年東京生まれ。東京綜合写真専門学校卒業後,
写真家の本橋成一氏に師事。ダムに沈む岐阜県德山村
の取材を始め、現在も全国を巡りダムに沈む村を追い
続けている。そのほか精神料病棟や東日本大震災被災
地など、終わりのない長期取材を続けている。著書Iゴア
ウトサイダーアートの作またちJ(角川学芸出版)、映画
監督作品Iこ『水になった村J (配給:ボレボしタイムス社：
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ぱ

アートからgらしをどう捉えるか。あるべき姿ではなく、

今ここで自身がどう思つているのか。根本的な問いに対レ
装術を軸に様クなコミュニティを生み出してしXるアサダ
ワタルさんの言葉を通じて整理してみたいと思います。

講師/文化活動家アサダワタル

文化事業(アートプロジェクト)の企画や執筆を
通じて、一人ひとりの個性と感性が生かされる
コミュニティづくりに勤しむ。都市、障害福祉、
小学校1復興団地の現場など、そのフィールドは
多岐にわたる。著作に『住み開き家から始める
コミュニチイ』(筑摩書房)、『アール・プリュット

ご

� なンよ禁ぐま激fを博±(学術)。

I、ークセッションI

ir相談から広がるアートの世界s

gg者芸術文化活動曽及支握事業の要は相廣支握です。
一ちでセンターだけで対応できることはごくわずかで
す。必然とどこかとつながる必要性が出てきます。言い
換えると相談があったからこそ、つながりが生まれてい
<のかもしれません。モうしたgり返しでアートの世界
は広がってい<のではないでしようか。

-/̶二ま博繁セトンセケタ-.トセンター

静岡県障害者文化芸術活動支援センターみら一と

新潟県障害者文化芸術活動支援センターらら一と

講演

IT記録 記憶に残すということ力

IT我々はどこから来たのか我々は何者か我々はどこへ行
くのかJ。つないでいくのは歴史であり、B々の生活です。
爆而爆面の補み重ねとg3雄によって、世界は広がってい
きます。陣塞のあるちの翻作活動を支えていく上で、アー
カイプの者えちを写真家であり映画g督の大西さんより
語っていただきます。

講師/写真家・映菌監g大西鍋夫

1968年東京生まれ。東京綜合写真専門学校卒業後,
写真家の本橋成一氏に師事。ダムに沈む岐阜県德山村
の取材を始め、現在も全国を巡りダムに沈む村を追い
続けている。そのほか精神料病棟や東日本大震災被災
地など、終わりのない長期取材を続けている。著書Iゴア
ウトサイダーアートの作またちJ(角川学芸出版)、映画
監督作品Iこ『水になった村J (配給:ボレボしタイムス社：
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団家アサダワタル

文化事業(アートプロジェクト)の企画や執筆を
通じて、一人ひとりの個性と感性が生かされる
コミュニティづくりに勤しむ。都市、障害福祉、
小学校1復興団地の現場など、そのフィールドは
多岐にわたる。著作に『住み開き家から始める
コミュニチイ』(筑摩書房)、『アール・プリュット

なンよ禁ぐま激fを博±(学術)。
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一だけで対応できることはごくわずかで
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Iぐあったからこそ、つながりが生まれてい
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すということ力

I我々は何者か我々はどこへ行
t歴史であり、B々の生活です。
暴によって、世界は広がってい
作活動を支えていく上で、アー

講師/写真家・映菌監g大西鍋夫

1968年東京生まれ。東京綜合写真専門学校卒業後,
写真家の本橋成一氏に師事。ダムに沈む岐阜県德山村
の取材を始め、現在も全国を巡りダムに沈む村を追い
続けている。そのほか精神料病棟や東日本大震災被災
地など、終わりのない長期取材を続けている。著書Iゴア
ウトサイダーアートの作またちJ(角川学芸出版)、映画
監督作品Iこ『水になった村J (配給:ボレボしタイムス社：
第16回地球環境映像際最優秀賞)がある。

講演『Aけx 00
*™広聽のアートの歩みとその巧能性-a

広聽県広g市安佐南区に活動拠点をお<ひゆ一るぼん。聽度に
とらわれず、ホ人を中心に何ができるかを問い続け地域に必要
な仕維みをカタチにしてきました。ホ人へのかかわりを起点に
人、まちへとつなげていくおもしろさ。さ困は、広想における
アート活動の歩みと広がりについて、街や社会へのアプローチ
も補器に入れて理事gの川口さんからお括をお聞きします。

講締/ g定NPO法人コミュニティリーダー
ひホーるぼん理寧g川口隆司

特別支援敦育教諭を辞した後、子どもたちの育ちを支壌する
「こども発達支援センター」およぴ障がいのある人の社会参加
を支援するf地域活動支援センターぼんぼんjの運営を行う
とともに、街づくり、ポランティア育成活動を展開している。
広島で2001年より障がい者のアート支援活動を行い、2018
年より認定Npo法人となる。・�づ

人、まちへとつなげていくおもしろさ。さ困は、広想における
アート活動の歩みと広がりについて、街や社会へのアプローチ
も補器に入れて理事gの川口さんからお括をお聞きします。

講締/ g定NPO法人コミュニティリーダー
ひホーるぼん理寧g川口隆司

特別支援敦育教諭を辞した後、子どもたちの育ちを支壌する
「こども発達支援センター」およぴ障がいのある人の社会参力□
を支援するf地域活動支援センターぼんぼんjの運営を行う
とともに、街づくり、ポランティア育成活動を展開している。
広島で2001年より障がい者のアート支援活動を行い、2の8
年より認定Npo法人となる。

事例雜告・実演F福井から、みんなで舞台に立とうぷ
講師/みんなで舞台に立とう！を広げる会

NPO法人福井芸術'文化フォーラム

事例雜きF芸術文化を通して障がいがある人と
社会がつながる機会づくり』

報告者/福井大学国際地域学部3年安藤朱音土谷真輝平野華

豪規することが「好きJ 「楽ししり, gはモうした純粋な思いに、
まわりは一緒に楽しみたい、もっと多くのちに知ってもらいた
いといった行動に刈立たれるのでは。舞台発表ぼみなぶた力が
ら目が離せません。モうした活動を側面的
にフォロ一している福井装術・文化フオー
ラムの関わりちを閲きます。あわせて大学
生x ��段XNPOによる初のイペント
g施状況を学生からご雜告いただきます。

爾
トークセッションリび作家と作品の問にあるものぷ

センターが閲股され、多くの作家との出会いがありました。
作gと出会うことで、モのび周りぶとの出会いもありました。
どうやら作家と作器の問に『周りぶがいっばいつまっているよ
うです(一桓には雪えませんが)。

講師/あいちアールプリュットネットワークセンター
富山県障害者芸術活動支援センターば一と◎とやま
東海‘北陸プロック障害者芸術文化活動広域支援センター

ファイナルセッション『アートとフクシを者える』
答えはでないと思いますが、嚴後に者えてみませんか。

講師/厚生労働省社会.援護局障-保健福祉部企画課自立支援振興室
障害者芸術文化活動支援専門官大塚千枝
富山県障害者芸術活動支援センターば一と◎とやま
東海'北陸プロック障害者芸術文化活動広域支援センター

X gs、途中休超あり
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所属

下記、申込書へ必要事項を記載のうえ、
FAX【025-530-ワ261】までご報告いただくか
Googleフオームにてご達維〈ださい-i
(https://goo.gl/forms/iM2xKNdV002JhDd02)
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